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経ずい退化花は，試験期間中，ほとんどみられなか

った。

4　ま　　と　　め

花粉の採取は，手作業でかなりていねいに行ったの

で，1花当たり約2呼の花粉が得られたが，人工受粉

を実用的に行うためには，多少花粉の収量が低くても，

能率的に採取する方法を頗発する必要がある。イチゴ

の花器は，乾燥すると細かく砕けやすいので，単に物

理的振動を加えるような装置では困規であろうと思わ

れた。

貯蔵温度は，1℃では8月初めまで当初の発芽率を

維持できたが，人工受粉期まで維持するための適温に

ついては，さらに検討したい。

人工受粉手段は，貯蔵花粉の発芽率にもよるが，石

松子で10～20倍に増量した花粉を，花粉交配機で噴射

するやり方で，ほぼ十分なようであった。ただし，こ

の交配磯は，果樹用に開発されたものなので，イチゴ

花のように上から下に噴射すると，ときどき多量に出

すぎる欠点があった。この点が改良されれば，人工受

粉手段そのものは，特に問題はないと考える。

屏風山砂丘地におけるスイカのかんがい就培法

第1報　スイカのかんがい適量に関する試験

大場　貞信＊・有馬　重プさモ竹内　優二＊

1　ま　え　が　き

屏風山砂丘地は昭和47年から国営パイロット事業と

して開畑が始められ現在も畑地造成がおこなわれてい

る。この砂丘畑における導入作物としてスイカが最も

有望祝されており，すでに開畑された地区においては

スイカのトンネル早熟栽培が填橿的におこなわれてい

る。屏風山砂丘地は一般に粒子の粗い粗砂のしめる割

合が高く，スプリン′クラーによる全面かんがいでは，

トンネル被覆のためうね内に十分な水分の供給ができ

ない。このためマルチ下にかん水チューブを設置して

第1蓑　試験区の構成

初期生育の促進をはかっている。

このように，当地域のスイカ栽培は，トンネル除去

時まではマルチ下におけるチューブかんがい，●トンネ

ル除去後はスプリンクラーかんがいと2つの方法を採

用している。このようなかんがい条件下におけるスイ

カのかんがい適量を明らかにするため，生育ステージ

別かんがい量，間断日数を組みあわせて試験をおこな

い，その結果をえたのでここに報告する。

2　試　験　方　法

1　品種　縞王，台木はユウガオ（相生）

区 名　　　　 」 二 空 ． 4 8 年 4 9 年 5 0 年 備

1． 全 期 少 量 区

定　　　 ＿着　　 ．．肥　　 ．収 走　　 ．収 定 植　 4 8 年

稚　 果　 大　 磯　　停

○ ▲・・ 止 ・r・○

相 穫

1． 5 日間 断 15 m

2． 2 日間 断 ス5 mm

5． 5 日周 断 ス5 瓜m

　 49 年　50 年

区 制 単 区 づ

2． 果 実 肥 大 期 多 量 区 〇 ・・・　　　　　　　　　　 川 ・一〇 4 8 年 174

5． 果 実 肥 大 後 期 少 量 区 〇　　　　　　　　 一〇 ・・‥・▲・一・〇
4 9 年 8 0

50 年 50
4． 全 期 多 量 区 　　 ・一一・〇

… 。 ・… ▲ ・一・1。 5 日間 断 獅

l 0 1・－0 5 日間 断 15 取れ

考

＊Saぬnobu OBA（青森県農業試験場）＊＊Slgoo AR叫Yugl T廻Ⅳα工（青森県農業試験場砂丘分場）
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2　施肥量（極／a）基肥：N－1．0，P205－2・口，K20

－1．0，苦土石灰5．0，追肥：W，Ⅹ20各1．8（2回分

施）

5　かんがい方法　着果まではマルチ下にかん水チ

ューブを入れてかん水し，着果確認後スプリソクラー

に切り替えてかん水した。

4　整枝方法　子づる4本仕立

5　試験区の構成　第1表のとおりである。

5　試験結果と考察

1　間断日数，かんがい量の差異と初期生育

5日間断かんがいにおける初期生育は，48年におい

第2表　生育段階別かんがい水量と初期生育

ては，75孤孤かんがいの全期少量区，果実肥大期多量区

が15mかんがいの果実肥大後期少量区，全期多量区よ

りやや生育がまさる傾向が認められた（第2表）。49

年においては，各区とも明らかな傾向はみられなかっ

た。50年では5日間断15m区と2日間断75双正区の生

育がほぼ等しかったが，5日間新王帥孤区は薫数，つる

長ともやや劣った（第5表）。このように年次によっ

て初期生育の傾向にふれがみられるが，これは本県に

おける5月の気象条件が寒暖の変動が激しいためと思

われる。

5月51日（5株調査）昭48

区 名　　 項 日　 子 づ る」
1 2 5 4 計

全　 期　 少　 量　 区

菓　 数 （牧） 5，4 4，8 5．8 2．8 16．4

つ る 長 仏力 48．8 40．7 55 ．5 2ス4 15 0．2

リ る 径 ¢ゆ 4．4 4．4 4 ．0 4．1 －

果 実 肥 大 期 多 量 区

乗　　　 数 5．8 4．0 2．8 2．0 14．2

つ　 る　 長 4 ス5 5 8．8 2R d 2鼠9 145．8

つ　 る　 径 4．5 5．9 5．7 5．8 －

果 実 肥 大 後 期 少 量 区

葉　　　 数 5．8 4．8 2．d 1．2 14．0

つ　 る　 長 45．7 5 エ5 25．2 14 ．4 122．8

リ　 る　 径 4．6 4．4 5．7 5．8 －

全　 期　 多　 量　 区

乗　　　 数 5．0 5．2 2．8 2．0 12．8

三 ； ≡ 十 ；…
28．5 21．5 15．8 104．6

4．2 4．5 5．5 －

第5表　間断日数，かんがい量の違いと初期生育（50年）
6月10日調査

　　 子 づ る

区 名　 頑甘

1 2 5 4 計

薬　 数 つ る長 葉　 数 つ る長 葉　 数 つ る長 葉　 数 つ る 長 葉　 数 つ る 長

5　 日 間 断 1 5 礪瓦
枚 9 1．㌢ 枚 （コ乃

74．9

枚 （γ〝
5～．8

枚 4 4．㌢
枚 26 7 ㌢

1 1．7 R 5 7 0 5．5 5 5．7

2　 日 間 断 7 5 禍 1 1．8 9 1．4 鼠7 7 4．8 7 1 8 0．1 4．1 S d．5 5 2．5 28 2．6

5　日 間 新 王 5刀覆 父 5 7 5．7 8．2 l d 2・7 8．4 4鼠 5 4．5 5 2．8 2 8．6　 2 18．5　l

2　間断日数，かんがい量の差異と収量・品質

亜年の試験結果，全期の上物収量は全期少量区，果

実肥大期多量区，果実肥大後期少量区，いずれも大差

がみられなかったが，全期多量区は前5区より10喀減

収した。上物収量においては，果数で果実肥大期多量

区，果実肥大後期少量区が全期少量区より11．5喀多か

ったが，果重では差がみられなかった。果実肥大後期

少量区は上物率が95．5偏と最も高かった（第4表）。

49年の試験結果は，48年と同様に全期多量区の収量が

最も劣った。他の5区においては全期少量区≒果実肥
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大後期少量区＞果実肥大期多量区であった。品質につ　　いては各区とも差はみられなかった（第5表）。

第4表　生育段階別かんがい水量と収量・品質（48年）
（20株調査）

上　　　 物 下　　　 物 計 上　 物
（個 数 ）率■個　 数 重　 量 個　 数 重　 量 個　 数 重　 量

全　期　少　量　区

果実肥大期多量区

果実肥大後期少量区

全　期　多　量　区

2 8

1。0．甲

7

5

2

8

l

毎

45．7

28．9

1（～．8

68．4

55

（100） （10 0） （1 00 ）

2 9 16 2．8 5 4

（11 1．5 ） （10 1．6） （1 05．0）

29 1 87 1 5 1

（11 1．5 ） （104．0） （95．9）

2 0 144．5 2 8

（7ム9） （氾 1） （8 4．8 ）

吻
2D5．8

（100）

191．5

（巧．1）

185．7

（8鼠5）

212．7

（105．4）

第5表　生育段階別かんがい水量と収量・品質（49年）

一果重 糖　度

（15株調査）

　　 項 目

区 名
個　 数 重　 畳

収 穫 期 別 収 量 割 合

8 ・上　 8 t中
上 物 率 一 果 重

果 肉 の

厚 さ

糖　　 度

中　 心 皮　 側

全　 期　 少　 量　 区

　 個
5 8

（1 0 0 ）

2 4 婚

（1°0）

9 2．1 喀

9 5．0

門 喀

7 0

9 4．7喀

9 8．0

　 毎

占．5 1
C椚

1．2

帝

1 1．5

　 蕗

1 0．8

果 実 肥 大 期 多 量 区
5 5

（9 2 ．1）

2 2 5．8

（9 0．5 ）

9 1．4

9 5．2

8 ．8

8．8

9 4．5

9 4．9
8．5 9 1．4 1 1．8 1 1．4

果 実 肥 大 後 期 少 量 区
5 8

（10 0）

2 5 5．1

（1 0 5．2 ）

8 4．2

9 0．8

1 5．8

鼠 4

設 5

8 8．0
6．7 1 1．5 1 1．4 1 1．5

全　 期　 多　 量　 区
　 5 5

． （8 6・8 ）l

1 7 5，2

（7 0．0 ）

9 0．9

9 2．8

鼠 1

ヱ2

9 D．9

9 4．5
l

5．2 5

l

1 1．5 1 1．5 1 1．0

l

注．上段：個数　下段：重量

50年の試験結果は収量においては2日間断75m区＞　小栗の発生が多くみられた。変形巣の各区の発生状況

5日間断15動乱＞5日間断ZS都濃であった。1果重は2日　　は2日間断ス5加＞5日間断15m鳳＞5日間断75mであっ

間断75m区が8．98毎と最も重かった。上物歩合は各区　　た。しかし，小果の発生は逆に5日間断75Ⅶ孤＞5日間断

とも‘5喀台で低水準で，各区とも変形果，4毎未満の　15鳳孤＞2日間断75加鳳であった（第8表）。

第8衷　間断日数・かんがい量の遠いと収量（50年）
（10株調査）

　 項 目

区 名

果　 敢 重　 量 同 左 比

時 期 別 収 量 割 合

上 物 率 変 形 果 率 4 辱 未 満 率 一 果 垂

8 ・上　 8 ・中

5 日 間 断 15 m軋

2 日 間 断 ス 5 釣れ

個

2 8

2 5

l 2 1

毎

14 1．8

1 8 0．0

‡ 1 1二 7

1 2 0 ．5

1 5 5 ．9

1 0 0．D

l

6 5 ．4 喀

7 0 ．2

8 9 6

7エ 4

弘 d 喀

2 9 8

5 0 ．4

2 2 ．8

応 ．4 喀

7 5 ．4

8 5 ．2

7 2 ，2

1 R 2 喀

1 °．7

28 ．1

2 4 ．0

1 5 ．4 喀

8 ．1

8 ．7

5 ．8

毎

5 ．4 5

8 ．9 8

5 ．d ］5 日 間 断 エ 5 m孤
9 0．5

9 2 ．5

I

9 5

7 7

　 8 8．7
； 8 0 ・8

4 ．8

5．2

2 8 ．8

1 8 ．2

注．上段は個数　下段は重量



ー158－ 東北農業　研　究　第19号（1977）

4　む　　す　　び

砂丘地におけるトンネル早熟栽培スイカの生育時期

別かんがい適量を明らかにするため，かんがい水量，

間断日数を組みあわせて5カ年試験をおこなった。そ

の結果，定植から着果までの初期生育は，寒暖の変動

が激しい時期であるため，1回あたりのかんがい量を

多くするより，地温の低下をきたさないよう間断日数

を短く，かんがい量も少ないほうが良い。このため初

期生育は2日に1回エ5m前後のかんがい量で十分と

思われる。着果確認後のかんがい量，間断日数は間断

日数が短く，かんがい畳が多いと，果実の肥大が順調

に進み，収量も多い。しかし，着果が悪い場合にはか

んがい畳が多いと，変形具の発生が多くなり，上物率

が低下するから人工受粉を励行して，着果数を十分確

保することが大切である。着果後はスプリンクラーか

んがいに切り替えるため，風によるかんがいのロスを

考慮しなければならないため，2日に1回15mかんが

いが適当と思われる。

屏風山砂丘地におけるスイカのかんがい栽培法

第2報　スイカの施肥体系確立試験

大場　貞信＊．有馬　重：㌔モ遊坐　次夫＊

1　ま　え　が　き

スイカのかんがい栽培下における施肥体系を明らか

にするため，肥料の種類と施用方法，元肥と追肥の肥料

の種類及びその組合せによる施肥法の検討を48～50年

の5カ年にわたって行ったので，それらの結果をとり

まとめて報告し参考に供したい。

第1蓑　試験区の構成

2　試　験　方　法

1　品種：縞王　台木のユウガオは相生

2　1区面椴及び区制：48年は1区59ガ，5反復，

49，50年は1区50ガ，1連制

5　施肥量（吻／a）：N－2．0　王〉205一一2．0　Ⅹ20－2．0

苦土石灰5．0

4　試験区の樺成　第1表に示した。

区　　　　 名 4 8　年 4　9　年 5 0　年 備　　　 考

1・字詰 1 竿品 号 元肥 C I川 555 元肥 C I）U 5 55 元肥 C I）U 555 は種月日

追肥燐硝安 カリ1 号 追肥N X 化成 追肥N X 化成

元肥尿素複合液肥

4 8年 5 月15 日

2・竿 讐 －，警 誓 号

5・㍗ ㌦ ㍗ ㌍

元肥 C I）U 555 元肥 C 】）V 555 49年 5 月27日

追肥尿素複合液肥

（10 －4 －8 ）

元肥尿素複合液肥

追肥尿素複合液肥

元肥尿素複合液肥

50年 5 月11日

定植月日

48年 5 月 4 日
追肥憐硝安 カリ1 号 追肥 N K 化成 49年 5 月15日

4・苧 誓 1 苧 誓 号 元肥尿素複合液肥 元肥尿素複合液肥 50年 5 月10日
追肥　　 〝 追肥　　 〝 追肥　　 〝 整枝方法

49年子づる 5 本仕

立 48， 50年子づる

4 本仕立

l

5．全 量 基 肥

コーティング肥料区
全 量 基 肥

占・ c D U 区

全量 コーティング粒肥

元肥 （憐硝安 カリ）

全量 コーティング粒肥

基肥 （燐硝安カリ）

全量 c m 555

基肥

注．尿素複合液肥は48年度は400倍，49年，50年度は200倍液で使凧50年度の全量基肥区は40の乃深耕

＊Sa血nobu O叫Tuguo YuzA（青森県塵業試験場）＊＊Sigoo ARn仏（青森県農業試験場砂丘分場）


